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資料8－1  2．適用病害虫の範囲及び使用方法  
本剤の適用の範囲及び痩用方法は以下のとおり0  

【国内での使用方法】  
フェンチオン（案）   （1）5q．0  フェンチオンを  

作物名適  ％フェンチ 用場所  オ 

回数  

メイチュウ第1世代・  1500倍   

かメイチュウ第2世代  1000倍  

げロ】コハ～ィ  1  

ンカ類   1500倍  
収穫30日  散布   2回以内  

ネハモク÷りハエ  前まで  （種もみへ  

ネヒメハモクチリハ～ェ  処理は1匡け  

ネカラハ■ェ  内、乳剤の  
メワカサナウがニ  1回  

碍  
床散布は1  

メムシ額  以内、乳剤  
イネシげレセンチュウ   本田での散  

は1回以内）  

イネシげレセンチュウ  種籾浸漬  
1000倍  整地された  

は種前  苗床の土壌  

キ軌～ががンホヾ幼虫  
面に1m2  
当り300～  

500mL散布  

テントウムシタ～マシ  

ナスバハムシ  

2回以内  

ばれいしよ  収穫7日 前まで  2回 以内  

アデラムシ類  

タ■ィがサヤタマハ手工  1000～  
タヾげクキタマハ■ェ  150P倍   収穫45日  3回以内  

だいず  7メシンクイが  前まで   

カメムシ頼   1000倍  

マ挿ソクチデウ坤  

マメア7†ラムシ   収穫2  4回以内  

あずき  前ま   

2L（希釈  

アか～りがネ幼虫  500・・－〉  

さとうき  ぴ  ハ洞→ネムシ   2、約  

今般の残留基準の検討については、魚介類への基準値設定依頼が農林水産省からなされ  

たことに伴い、食品中のポジティプリスト制度導入時に新たに設定された基準値（いわゆ  

る暫定基準）の見直しを含軋食品安全委員会において食品健康影響評価がなされたこと  

を踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるもの  

である。  

1＿ 概要  

（1）品目名：フェンチオン［Fenthion（ISO）］  

（2）用途：殺虫剤   

有機リン系殺虫剤である。アセチルコリンエステラ｝ゼを失宿させることでシナプス   

のアセチルコリン濃度を上昇させ、僻経の異常興奮を起こさせて殺虫作用を示すと考え   

られる。  

（3）化学名：   

qo－dilmethylO－4－methylthio－mLtOlylphosphorothioate（IUPAC）   

qovdimethylOY［3－methy卜4～（methylthio）phenYl］phosphorothioate（C皐S）   

（4）構造式及び物性  

S  

＝ 
・＝  S－CH3  

CH3  

分子式  Cl。H150。PS2  

分子量  278．3  

水溶解度   4．21ng／L（20℃）  

分配係数   logl。Pow＝4▲84（20℃）  

（メーカ」提出資料より）  
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フ ンチオン粒剤   
本剤の  フェンチオンを  

作物名  適用病害虫名  使用量  使用時期   使用回  
数   用由数   
定植時又は  

ド舛：ネデげイ  収穫30日   生育時   
かんしよ  前まで  作粂施用  

2回  
覆土   

以内  2回以内  

9kg／10a   び  
アオドゥがネ幼虫  

さとうきび  収穫200日  作条土壌混和  
前まで  

ハ柏ヾネムシ   植付時  

やまわいも  げネムシ類幼虫  3回以内  
前まで 

株元土壌  
3回以内   

表面散布  

3．作物残留試験 

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・フェンチオン  

・全P＝S体‥フェンチオン、フェンチオンスルホキシド（以下、代謝物Bとい  

う。）、フェンチオンスルホン（以下、代謝物Cという。）の合計値  

・全P＝0体：フェンチオンオキソン（以下、代謝物Dという。）、フェンチオン  

オキソンスルホキシド（以下、代謝物Eという。）、フェンチオン  

オキソンスルホン（以下、代謝物Fという。）の合計値  
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 （3）2．0％フェンチオン粉剤   

本剤の  フェンチオンを  

作物名  適用場所  適用病害虫名  使用量  使用時期   使用回   使用方法   含む農薬の  
数  総使用回数   

ウンカ顛  

ツマク○ロヨコハ～ィ   

は1画以内）   

CH3  

代謝物C  代謝物D   

整0や冨刊 
等冒－0勺「冨－CH3  

CH3  CH3  

代謝物E  代謝物F  

② 分析法の概要   

試料からアセトンまたはアセトニトリルで振とう抽出する。ジクロロメタンに転溶  

し、シリカゲルカラムによりフェンチオンおよび酸化代謝物を精製分離して、ガスク  

ロマトグラフ（FPD－P）で定量する。酸化代謝物は、硫酸マグネシウム存在下、過マ  

ンガン酸カリウムでフェンチオンを含むP＝S体をフェンチオンスルホンに、P．＝0  

体をフェンチオンオキソンスルホンに酸化して、これら2成分を定量する。全P＝S  

体については換算係数0・90を用いて、全P＝0体については換算係数0．95を剛、てニ   

フェンチオンに換算した値で示す。  

定量限界 フェンチオン：0．0008～0．005ppm  

全P＝S体‥0・002 ～P・008ppm  

全P＝0体：0．004 ～0．02 ppm  

【海外での使用方法（オーストラリア）】  

550g／Lフェンチオン乳剤   

作物名   希釈倍数  使用時期  使用方法   

ネクタリlン  1053～1333‘倍   収穫3日前章で   散布   

すもも 1053～1333倍  収穫3日前亭で  ．散布   

かき   1111～i333倍  収穫7日前まで  散布   

キウイフルーツ   1333倍   収穫7日前まで  散布   

アボカド   1333倍   5   収穫7日前まで  散布   

マンコー   1333倍   5   収穫7日前まで  散布   

カスタイアップ㍉レ   1333倍   5   収穫7日前ま 
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（2）作物残留試験結果   

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙1－1 

た作物残留試験の結果の概要については別紙1－2を参照。  

5．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号及び第2項の規定に  

基づき、食品安全委員会あて意見、を求めたフェンチオンに係る食品健康影響評価について、  

以下のとおり評価されている。  

4．魚介類への推定残留量   

本農薬については水系を通じた魚介麺への残留が想定されることから、農林水産省から  

魚介類に関する個別の残留基準の設定について要請されている。このため、本農薬の水産  

動植物被害予測濃度al）及び生物濃縮係数（BCF：BioconcentrationFactor）から、以下   

のとおり魚介類中の推定残留量を算出した。  

（1）水産動植物被害予測濃度  

本農薬が永田及び水田以外のいずれの場面においても使用されることから、水田   

PECt 

謝物B、C、D、E及びFの水田PECtier2は0．086ppb、非水田PECtierlはP．059ppb  

となったことから、水田PECtier2の0．086ppb を採用した。  

（2）生物濃縮係数 

14c標識フェンチオン原体（低濃度区：0．01mg／L、高濃度区：0．1mg／L）を用いた、   

14日間の取込期間及び11日間の排泄期間を設定したブルーギルの濃縮性試験が実施さ   

れた。14c放射能濃度分析の結果から、総残留放射能としてのフェンチオン並びに代   

謝物B、C、D、E及びFを含めたBCFは、低濃度区においてBCFss削＝165、高濃度区  

においてBCFss＝140 と算出された。  

（3）推定残留量  

（1）及び（2）の結果より、フェンチオン並びに代謝物B、C、D、E及びFの水   

産動植物被害予測濃度：0．086ppb、BCF：165とし、下記のとおり推定残留量が算出さ  

れた。  

推定残留量＝0．086ppbX（165×5）＝70．95ppb≒0．071ppm  

注1）農薬取締法第3条第1項第6号に基づく水産動植物の被害防止に係る農薬の登録保留基準設定  

における規定に準拠。  

注2）水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出したもの。  

注3）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出したもの。  

注4）BCFss：定常状態における被験物質の魚体中濃度と水中濃度の比で求められたBCF  

（参考：平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留する  

農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準設定法」報  

告書）  

（ADI設定根拠資料①）   

無毒性量：0．07mg／kg体重／day   

（動物種）  ヒト   

（投与方法）   経口   

（試験の種類） 反復投与試験   

（期間）  4週間  

安全係数：30  

（ADI設定根拠資料②）   

無毒性量：0．07mg／kg体重／day   

（動物種）  サル   

（投与方法）   経口   

（試験の種輝） 慢性毒性試験   

（期間）  2年間  

安全係数：30  

旦旦⊥⊥醐   

6．諸外国における状況  

1995年にJMPRにおける毒性評価が行われ、ADIが設定されている。国際基準はか  

んきつ類果実、オリーブ等に設定されている。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調査  

した結果、EUにおいてかんきつ類果実、オリーブ等、オーストラリアにおいてうり科野  

菜、かんきつ類果実等について基準が設定されている。   

7．基準値案  

（1）残留の規制対象  

フェンチオン並びに代謝物B、C、D、E及びFとする。  

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、食品中の暴   

露評価対象物質としてフェンチオン並びに代謝物臥C、D、E及びFを設定している。   

（2）基準値案  

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値秦の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定され   

る量フェンチオンが残留していると仮定した場合に、国民栄養調査結果に基づき試算   

される、1日当たり摂取する農薬の量（推定1日摂取量（EDI））のADIに対する   

比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全   

くないとの仮定の下に行った。  
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（別紙1－1）  

フェンチオン作物残留試験一覧表  
EDI／ADI（％）注）   

国民平均   2 

幼小児（1～6歳）   58．1   

妊婦   23、7   

高齢者（65歳以上）   32．4 

試験条件  
農作物  試験 画境致  

最大残留量（pp爪）  

けェンチオン（全酸化代謝物を含む）】  

稲  班紡軌   4kg八Oa 60日  圃場Å：（0・01（＃）  
（玄米）  2  82日  鹿場B：（0．01用）   

稲  圃場A：0．02畠  
（玄米）   2％粉剤   2  50％乳剤   1000倍散布150L／10a 4kg／10a散布  呈包  追白          圃場B：0．017   
稿  
（玄米）  Z   2％粉剤   4kg／10す 散布  呈担  之と．30日  圃場A：b－010  

圃場B：0．088   

稲  100倍種板浸沫  30．4‘璽日  圃場Aご0．071（7回．30日）（＃）  
（玄米）  2  50％乳剤   1DOO惜150L／10a  47回  30．45日  圃場Bニ0．026（4回．30日）（＃）  

2  地材  4kg／ユOa散布  J20日  圃場A：く0．01（射  
為粉剤  4kg／10a散布  2回           21日  圃場B：く0．0100   

聯  4kg／10a散布  29日  圃場A：く0．01（＃）  

稲  2   50％乳剤   1000倍散布150L／10ろ  
（玄米）  1000倍散布150L／10a 4kg／10a散布   20El   

2％粉剤  呈上日  画場B：く0．01  

2 錆粉剤   3kg／10ム 散布  呈国  20日  圃場A：く0．01  
⊇ユ日  圃場B：く0．81   

圃場A：0．013（＃）  

4  4樹   4kg／′10a 散布   圃場B：く0．01（＃）  

2準剤   2回  21日                4k色／10a 散布    画境C：く0．01（＃）  
圃場D：く0．01（＃）  

稲  
（宰米）  

圃場D：0．018（＃）  

凰場A：0．022  

端野剤   4kgノ10a散布   4   

圃場C：0．OZO  

一画場D：0．01g  

圃場A二0、Dll  

3   2％粉剤   3＋4kg／10a 散布  呈回  呈主日          圃場B：く0，01  

圃場C二0．012   

2  魂乾卿  4kg／10a散布  Zl日  

2％粉乳  4kg／10a散布  2回  圃場8：〈0．01（＃）  

4舷財   4kg／10a 散布   圃場A：〈0．01（＃）  

稲  30日   

（玄米）  圃場A：く0．01  

2％粉剤   2  50％乳剤   1000倍数布、150L／10a 4lくg／108散布  呈固  

2   2％粉剤   Z回  
圃場A：く8．01  

圃場B二0．01ユ   

だいず  （乾燥子美）．  2  50％乳剤  1000庖散布150L／10a  旦回  21，Jβ日   圃場A：く0．01（3回、30日）（＃）  
圃場8こく0．01（3臥30日）抽）   

1000倍散布柑OL／10a  旦回  旦亘臼  圃場Å：く0．012  
圃場B：く0．012  

だいず （乾燥子実）  2  5略号し剤  
g♂膚空中併有Jα／づ（払  3回   45日  画場Aニく0，012は）  

圃場B二く0．012（＃）   

63日  凰場A：く0，025   
あずき  ロ  50％乳剤   1000侍散布100L／10a  皇回  ・    （乾燥子実）     β回  21日  圃場A：く0．025（♯）   

あずき （乾燥子実）  ロ   50％乳剤  1000倍殿布100L／10a  生国  30日  魔境A：く0．00Z      ♂回  30日  圃場A二く0．002（＃）   

あずき  （乾燥子実）  2  5D％乳剤  1000倍散布150L／10a  皇回  14，弘日   泡簸A：0二013  
圃場B：0、021   

ばれいしょ （塊茎）  2  5餓乳剤  1000倖散布150L／10a  呈回  ヱ，14日   画場Å：く0．01  

魔境B：く0．01   

注）個別の作物残留試験成績等がある食品に？いてはEDI試算、それ以外の食品  
についてはTMDI就算を行った。  

TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量  
EDI試算法：作物残留試験成績の平均値×各食品の平均摂取量   

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、   

食品一般の成分規格7に食品に残留する畳の限度（暫定基準）が定められているが、  

今般、残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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